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近年の英語圏における宗教の地理学的研究の動向
―L・コンと R・W・スタンプを中心として―
藤　村　健　一 *
Ⅰ．はじめに
英語圏では、宗教の地理学的研究は、人文
地理学の鍵となる概念や手法をしばしば反映
するとされる 1）。パーク（C. C. Park）は、1994
年に宗教の地理学的研究を展望した中で、ポ
ストモダニズムと構造化理論（構造―行為体
論）とが今後の研究の枠組を形成することを
予想した 2）。彼によれば、ポストモダニズム
は公開性・多元性・可能性を強調し、あらゆ
る知が相対的であると主張する。また、構造
化理論については、グレゴリー（D. Gregory）
の個人（行為体）と構造に関するモデル 3）に
基づいて、人々と宗教の相互関係を考える手
がかりを提示した。
その後、英語圏では実際に、ポストモダニ
ズムと構造化理論から得られた分析の枠組に
基づいた研究が生み出されている。そこで本
稿では、シンガポールのコン（L. Kong）とア
メリカのスタンプ（R. W. Stump）の業績を通
して、こうした 2種類の研究動向を概観する。
両者は共に、15年以上にわたって宗教の地理
学的研究を積み重ねてきており、英語圏にお
ける有力な研究者と呼ぶことができる。コン
はポストモダニズム、とりわけカルチュラル・
スタディーズに影響された「新しい」文化地
理学の立場から、社会集団による空間形成に
関する研究の一環として、宗教施設を分析し
ている。またスタンプは、主に宗教分布の研
究を行ってきたが、2000 年に、宗教原理主義
の地域的特性を、構造化理論の応用により解
明している。
ところで筆者は、これまで宗教空間と社会
集団との相互関係を動態的に分析することに
努めてきた。本稿では、コンとスタンプの研
究を通して、社会的視点からみた宗教空間の
研究に関する見通しも探ってみたい。
Ⅱ．コンと「新しい」文化地理学
1．「新しい」文化地理学の台頭
1980 年代後期、カルチュラル・スタディー
ズの影響を受け、イギリスのコスグローヴ（D.
Cosgrove）やジャクソン（P. Jackson）らによ
る、いわゆる「新しい」文化地理学が台頭し
た 4）。こうした研究の中では、それまでの
バークレー学派や人文主義による文化地理学
研究が批判され、文化を生産関係の反映と考
える文化唯物論の立場が採用された。具体的
には、特定の空間が社会集団によって形成さ
れる過程の分析を通して、空間形成の社会的
条件、とりわけ民族・階級・ジェンダーの反* 立命館大学大学院
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映の解明が行われた。だが、宗教はこうした
条件としては重視されていなかった。
一方、宗教地理学の分野でもこの頃には、
レヴィン（G. J. Levine）やクーパー（A.
Cooper）らによって、宗教制度、宗教的景観・
場所、宗教体験などを社会関係から解き明か
すべきであるという主張がなされるように
なっていた 5）。こうした状況の中で、宗教に
関わる様々な空間的要素を、「新しい」文化地
理学の枠組に位置づけたのがコンである。
彼女は、後述するように「新しい」宗教地
理学の推進者だが、それ以前に「新しい」文
化地理学の研究者であり、その研究対象は宗
教空間に止まらず多岐にわたっている。そこ
で、彼女の宗教空間研究について述べる前に、
まずその他の主な研究を概観しよう。
2．コンの「新しい」文化地理学研究
コンは、1980 年代後期以降、主としてシン
ガポールとその周辺における文学やポップ・
ミュージック、都市景観、自然景観などを研
究対象としてきた。
文学では、まず、マレー半島を舞台にした植
民地文学を取り上げた 6）。ここでは、書き手の
西洋人によるマレー半島の景観や住民への意
味付けを、人種主義や植民地主義との関連で
論じている。このほか、中国民話の内容から中
国人の人種主義を読み取ったものや 7）、シン
ガポールの児童文学にみる「カンポン」（マ
レー半島の農村）へのノスタルジーと文化遺
産との関係を解明したものがある 8）。
ポップ・ミュージックに関しては、音楽が
人々の日常生活の社会的・空間的（再）生産
に寄与しており、社会的・政治的文脈の中
で、音楽の製作者と消費者とが特定の時空間
に共存していることを研究者は意識すべきで
あると主張した 9）。こうした視点から、シン
ガポール政府のキャンペーンソングである
「国民」歌謡と、これに対する風刺を込めた
若者向けポップ・ミュージックとを事例とし
て取り上げ、これらをヘゲモニーとそれへの
抵抗として対比させた 10）。事例研究にはこ
のほか、シンガポールの流行歌手を対象に、
彼らのナショナルな歌詞や発言、西洋音楽の
影響、東アジアでの商業的成功などを、ロー
カル性とグローバル性との対比や商業主義の
文脈で分析したものや 11）、国立博物館によ
る英語のポップ・ミュージックの回顧展を、
政府による文化遺産の形成として捉えたもの
がある 12）。
自然景観や都市景観の研究では、シンガ
ポール政府による郊外の自然保護や都市再開
発、旧市街の景観保全とそれに対する住民の
反応とを、文化遺産や商業主義、ヘゲモニー
と抵抗・交渉の概念を応用しながら分析した
ものが多い 13）。このほか、シンガポールの女
性や若者の自然観の社会的背景について分析
したものや 14）、高齢者の場所への愛着を扱っ
たものがある 15）。
このように、コンは極めて多様な研究対象
を扱っているが、分析概念としては、基本的
にコスグローヴやジャクソンらが提唱する
「新しい」文化地理学の方向に沿って 16）、場
所への意味付けや文化遺産、ナショナリズム、
アイデンティティ、民族、植民地主義、商業
主義、ジェンダー、ヘゲモニーなどを用いて
いる。このような姿勢は、おおむね宗教空間
に対しても踏襲されている。
3．「新しい」宗教地理学研究
コンが初めて本格的に宗教の問題を取り上
げたのは、1990 年の、宗教の地理学的研究に
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関するレヴューにおいてである 17）。この中で
は、景観変化への宗教の役割をテーマとする
バークレー学派の研究を批判した上で、「新し
い」文化地理学の動向に沿って、民俗宗教や
個人の宗教的体験といった宗教の非制度的側
面や、特定の対象物や景観が宗教的意味を与
えられる政治的過程を解明していく必要性を
主張した。
さらに、彼女は2001年のレヴューにおいて、
「新しい」宗教地理学研究の枠組の構築を図っ
た 18）。この論考では、これまで「新しい」文
化地理学研究の中で民族・階級・ジェンダー
などに比べて重視されてこなかった宗教を、
その重要な研究対象の一つとして位置づけよ
うと試みた。枠組としては、研究対象を（1）
聖なる空間 / 宗教的場所と、（2）宗教的アイ
デンティティ / 共同体とに類型化した上で、
（1）・（2）それぞれの政治学と詩学とについて
分析していくことを提案した。具体的には、
「聖なる空間の政治学」・「宗教的場所の詩学」・
「宗教的共同体の詩学」・「宗教的アイデンティ
ティ・共同体の政治学」という 4 つのテーマ
が設定された。まず「聖なる空間の政治学」の
研究では、宗教空間を巡る競合が世俗社会と
宗教、多数派と少数派といった対立軸から分
析される。「宗教的場所の詩学」の研究には、
聖地化の過程に注目するものや、聖地への愛
着を分析するものが相当する。「宗教的共同体
の詩学」の研究には、宗教施設を共同体の社
会的中心として見なしたものが当たる。だが、
彼女はこうした研究に対しては、儀礼への参
加が即、他の参加者との統合意識を意味する
訳ではないと批判した。そして、宗教的共同
体の内部または相互の対立を対象とした「宗
教的アイデンティティ・共同体の政治学」に
も目を向けるべきであるとした。
宗教に関するレヴューとしてはこのほか、
死の景観研究や、宗教による放送・インター
ネット利用の研究を、「新しい」文化地理学の
文脈に位置づけようとしたものがある 19）。
彼女は、1990 年代にシンガポールの宗教に
関する事例研究を相次いで発表した。彼女に
とって、キリスト教・イスラム教・ヒンドゥー
教・「中国宗教」（仏教・儒教・道教を習合し
た信仰）などが併存するシンガポールは、同
一の社会における文化の併存や摩擦に注目す
る「新しい」文化地理学研究 20）に適った地
域だった。
彼女が最もよく取り上げたのは、シンガ
ポールの都市部に存在する様々な宗教施設で
ある。まず 1992 年には、ある住宅地区の住民
に対するインタヴューを通して、彼らが宗教
施設へ与えた宗教的・世俗的・社会的意味を
検証した 21）。まず宗教的意味に関しては、各
教団の信者がそれぞれのコスモロジーに基づ
いて宗教施設を神聖視していることを示し
た。世俗的意味に関しては、住民が個人的な
人間関係を持つ場所として、宗教施設が機能
していることを明らかにした。また社会的意
味に関しては、宗教施設が各教団の社会的中
心として機能していることを示した。ただ、
この研究は、全体的に静態的で、宗教施設を
無批判に社会的中心としていることから、彼
女はのちにこれを自ら批判している 22）。
しかし 1993年の研究では、宗教施設の問題
に、より政治的な視点を導入した 23）。シンガ
ポールでは、政府が都市計画に基づいて、各
教団に施設の用地割り当てや建築認可、移転
指示を行っている。こうした政策は、国土の
合理的利用や、社会倫理を涵養する宗教に対
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する国家の保護が目的とされている。彼女は、
政府の政策やそのイデオロギーと、それに対
する各教団の反応や信者の施設への意味付け
とを、国家のヘゲモニーとそれへの抵抗・適
応として描き出した。宗教施設を扱ったもの
としては、このほか 2000 年に、政府から施設
用地を得られなかったキリスト教団が用いた
「民家の教会」の変遷を、非公式的聖地の事例
として扱ったものがある 24）。
1996年には、シンガポールにおける宗教と
経済の関係についても取り上げた 25）。この中
では、経済発展を目指す政府による宗教のイ
デオロギー的利用や、土産物販売などにみら
れる資本による宗教の商業的利用、教団の営
利企業的な振る舞いと、これに対する信者の
個人的不満とを、ヘゲモニーとそれへの反発
という構図で分析した。1997年には、シンガ
ポールのカトリックにおける女性の場所につ
いて分析した。この中で、教会では女性が「家
庭的な」裏方の仕事を担う一方で、家庭での
祈祷は女性が主導していることが明らかにさ
れた 26）。さらに 2000 年には、規格化された
公営の高層アパートにおける中国宗教信者の
儀礼面での対応を、国家のヘゲモニーのもと
で進められる生活空間の近代化に対する信者
個人の交渉、あるいは儀礼空間の再構築とし
て捉えた 27）。
このように、コンの事例研究は「聖なる空
間の政治学」に関するものが中心である。こ
れらの中では、主に宗教空間を巡る国家と教
団や信者との立場の相違が、ヘゲモニーの概
念を用いて分析されている。しかしながら、
国家による宗教支配に対する教団や信者個人
の明確な抵抗の言説は顕在化しにくいので、
ヘゲモニーに対する「抵抗」というよりは、
「適応」や「交渉」といったより穏当な概念が
主に用いられている。一般に、ヘゲモニーに
対しては必ずそれへの抵抗が存在するとされ
るが、宗教空間の研究では、ヘゲモニーと抵
抗という図式を直接適用できない難しさが見
て取れる。
次に、宗教の地理学的研究において構造化
理論の応用を試みた、スタンプの業績を概観
する。
Ⅲ．スタンプと構造化理論
1．構造化理論と宗教の地理学的研究
先述のように、パークは 1994 年当時、構
造化理論が宗教の地理学的研究の枠組を形成
することを予想したが、同時に、これまでこ
のような枠組が用いられなかったとも述べて
いる 28）。こうした状況は、1990 年代を通じ
て変化することがなかった。ポストモダニズ
ムとは異なり、構造化理論の視点が宗教の地
理学的研究に長らく応用されてこなかった背
景には、構造化理論の主要な概念である「ロ
カール」の空間範囲が曖昧なことがある。そ
のため、地理学ではロカールの代わりに「ロ
カリティ」が用いられるようになった 29）。し
かも、ロカリティが用いられたのは、文化地
理学よりむしろ政治地理学や経済地理学にお
いてであった 30）。
ところがスタンプは、2000 年に、構造化理
論の応用により宗教原理主義の地域的特性の
解明を試みる著書 ‘Boundaries of Faith’31）を上
梓した。彼は 1980 年代より、一貫して宗教の
地理学的研究に取り組んできた人物だが、
1990年代までの研究は主に宗教分布に関する
ものだった。そこで、同書の内容に触れる前
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に、それまでの研究を概観しておこう。
2．スタンプの宗教分布研究
宗教現象の分布の解明は、宗教地理学の最
も初期的な研究である 32）。アメリカでは1960
年代以降、ゼリンスキー（W. Zelinsky）や
ショートリッジ（J. R. Shortridge）らが、宗教
統計を用いて、全国規模のキリスト教の宗派
分布を検討した 33）。スタンプの宗教分布研究
は、その系譜の上に位置づけられる。
彼の宗教分布研究の特色は、クラスター分
析やロジスティック回帰分析といった計量地
理学的手法を導入し、宗教分布の地域差やそ
の要因を追究したことである。まず 1984 年に
は、宗教分布の地域差の歴史的変化を検証し
た 34）。すなわち、1906年と 1971 年における
宗教別信者分布の指標に関する州ごとの差異
を数値化し、その変化率に対してクラスター
分析を行うことで、宗教分布の地域差の変化
を明らかにした。
次に、1987年には、アメリカにおける白人
プロテスタント信者の改宗要因の地域差を分
析した 35）。スタンプは、まず改宗と関係する
と思われる社会的属性の指標を設定するとと
もに、全米を 9つの地域に分けた。その上で、
郡単位での改宗率と諸指標の値とに関してロ
ジスティック回帰分析を実施し、地域ごとの
改宗要因を導いた。
さらに 1998 年には、アメリカのプロテスタ
ントにおける保守系宗派の信者数の増加傾向
に、どのような地域的要因が関わっているか
を考察した 36）。この研究ではまず、信者数の
増減に影響すると思われる指標を設定すると
ともに、プロテスタントの保守系・リベラル
系の代表的教団をそれぞれ選んだ。その上で、
1980 ～ 1990 年の各教団の信者数増加率と諸
指標の値とに関してロジスティック回帰分析
を実施し、保守的宗派の伸張の要因を探った。
宗教分布に関しては、これらのほかにも、
特に計量地理学的手法を用いてはいないもの
の、独立 200 年祭の行事数の分布を通して、
アメリカの「市民宗教」37）の地域差を解明
した研究 38）、カトリックの出身国別教区の残
存傾向とその要因を探った研究 39）、有力プロ
テスタント教団である「ディサイプル教会」
の信者分布の変遷過程とその背景を分析した
研究 40）などがある。
このように、スタンプは 1990 年代まで、概
ね一貫して宗教分布研究を行ってきた。とこ
ろが彼は、先述の通り、2000 年に構造化理論
を応用して宗教原理主義の地域的特性の解明
を試みた ‘Boundaries of Faith’を著した。そこ
で次に、同書の内容について見てみよう。
3．宗教原理主義研究への構造化理論の応用
‘Boundaries of Faith’では、まず第 1章におい
て、研究方法と分析概念が提示された。彼は、
宗教原理主義を特定の宗教・教団に限定せず、
広く現代世界の文化的なダイナミクスの源泉
と位置づけた。彼は、人文地理学は地域性とそ
の文脈を超えた一般性との関係を追究すべき
であるとするマッシ （ーD. Massey）の主張 41）
を援用して、原理主義を、工業化・モダニズ
ム・帝国主義といった現代のグローバルな社
会潮流に対する宗教的伝統主義者の地域的な
応答の表現と定義した。そして、原理主義の多
様性を、グローバルな力と多様な地域的文脈
による弁証法的相互関係の産物として捉えよ
うとした。
彼はまた、原理主義を、人々が生み出した独
特の地域環境から形成される社会的・文化的
現象とみなした。彼はこうした考えを、ロカー
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ルに関するディアーとウォルチ（M. Dear and
J. Wolch）やハウアー（J. Hauer）の議論 42）に
基づき整理した。すなわち、多様な地域環境
は宗教的ロカールの発達を促す。この宗教的
ロカールのもとで、原理主義集団と他の社会
集団との相互作用が、地域の社会状況や文化
的特徴を形成したり、逆にそれらによって形
成されたりする。この地域環境の中で、原理
主義の発達は地域の社会構造や権力関係に影
響を受けるという。
こうした立場から、彼は、原理主義の多様
な特徴とその社会的影響とを、人文地理学の
概念を用いて追究することを研究目的とし
た。具体的には、原理主義の多様な形態の発
達におけるグローバルな力と地域的文脈、な
らびに、原理主義者が自己認識や主張に用い
る地理的概念をテーマに据えた。
第 2 章以降では、具体的に原理主義に対す
る分析が行われた。まず第 2章では、北米プ
ロテスタント・ユダヤ教・イスラーム・シク
教・ヒンドゥー教の原理主義の歴史を概観し
た。彼によれば、原理主義の台頭の条件は、
（1）保守的な文化環境、（2）倫理的・宗教的
矛盾を抱える社会構造、（3）カリスマ性やヴィ
ジョンを持った指導者という、地域的文脈の
3要素の結合から生じる。
ついで第 3 章では、それぞれの原理主義の
現況を概観した。彼は現代の原理主義集団を、
地域環境との相互関係の点から、（1）彼らが
置かれた地域的文脈を支配しているもの、（2）
地域的文脈を支配していないが、社会に活発
に参加するもの、（3）地域的文脈を支配せず
孤立するものの 3つに類型化した。
さらに第 4 章では、原理主義者の地理的関
心を分析した。まず彼は、原理主義における
空間・場所の重要性を考察した。それによれ
ば、地理的問題は原理主義者の関心事の中心
である。原理主義者は思想的境界で自他を区
別すると同時に、地理的境界によって活動の
場の確保を目指す。次に彼は、原理主義者の
地理的関心を、（1）聖なる空間の領域的支配、
（2）宗教的原則による世俗空間の支配、（3）
自らの宗教的アイデンティティと領域へのア
イデンティティの関連付けの 3つに類型化し
た。
最後に第 5 章では、原理主義による紛争が
持続する背景を追究した。まず紛争が発生す
る要因として、原理主義集団が思想的・地理
的境界を設定し、他集団の反発を買っている
ことを挙げた。次に、紛争が持続する要因と
しては、（1）自らのみが真理を知っていると
いう絶対的確信、（2）領域の獲得・維持に対
する責任感の 2つを挙げた。そして、今後の
見通しとして、原理主義運動を制限する試み
はほとんどうまくいっておらず、原理主義に
よる紛争は現代社会の脅威であり続けると予
言している。
同書は、個々の原理主義について手際よく
紹介しながら、それらの地域的特性を追究し
た。一方で、宗教分布はもはや中心的なテー
マとはされておらず、これまでとの断絶性を
感じさせる。第1章でスタンプが援用したマッ
シーの主張は、計量主義的手法に対する批判
から引き出されたものだった。彼女は、計量
主義的手法では特定地域の個性の要素を統合
することへの関心が失われると主張した。ま
た、社会過程の結果しか示していない分布研
究にも批判的だった 43）。
このように、テーマや手法には断絶性がみ
られるものの、その目的意識は必ずしも変化
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していない。スタンプは 1986 年、Journal of
cultural geography誌の宗教地理学特集号に、客
員編集者として、宗教の地理学的研究に関す
る短いレヴューを寄せた 44）。その中で彼は、
この分野の不統一性や細分化を批判し、宗教
の地域的多様性の要因を共通の課題に据える
ことを主張した。彼の関心は、1980 年代以来、
ほぼ一貫しているといえる。
Ⅳ．むすびにかえて
本稿では、1994 年にパークが予想した、ポ
ストモダニズムと構造化理論に基づく宗教の
地理学的研究が、その後英語圏でどのように
展開したかを、有力な研究者であるコンとス
タンプの業績を通して概観した。コンは、ポ
ストモダニズムの影響を受けた「新しい」文
化地理学の分析概念を宗教空間研究に応用し
て「新しい」宗教地理学の枠組を確立すると
ともに、多くの事例研究を行った。一方、ス
タンプは宗教原理主義を事例として、構造化
理論の応用により宗教運動の地域的特性を分
析する枠組を提示し、その事例研究を行った。
最後に、2人の業績に対する評価を通して、
社会的視点による宗教空間研究の今後の見通
しについて考えてみたい。コンはとりわけ、
宗教空間が、国家のヘゲモニーとそれに対す
る教団や信者の抵抗・適応の中で形成される
過程に注目した。だが、そのようにして形成
された宗教空間が、逆に、国家や教団、信者
などに影響を与える過程については、ほとん
ど言及していない。宗教が日常生活や世俗的
空間の重要な構成要素であるならば 45）、宗教
空間が社会集団に影響を与える過程について
も分析し、宗教空間と社会集団との相互関係
を論じる必要があるだろう。
コンの「新しい」宗教地理学に対する直接
的な批判は、今のところ顕在化していない。
だが、ポストモダニズムそのものに対しては、
キリスト教の視点に立つ地理学者によって、
唯物論的姿勢やモラリティの欠如への批判が
なされている 46）。唯物論に基づいて、宗教を
他の社会的条件と同様に重視するコンの立場
には、やや矛盾が感じられる。コンの研究は
人文主義への批判の上に行われたが、日本で
は近年、人文主義的な立場から、宗教空間に
対するポストモダニズム的な研究に対して、
信仰者からみた場所の感覚や実在性を軽視し
ているという反論がなされている 47）。こうし
た批判を乗り越えていくためには、教団や信
者のもつ聖地観・コスモロジーや、それに伴
う宗教的行動をも分析した上で、聖地観・コ
スモロジーが社会集団に与える影響について
も併せて論じていく必要があるだろう。
一方、構造化理論には、人文主義地理学と
マルクス主義地理学の中道的アプローチとし
て人文地理学で注目されるようになった経緯
があることから 48）、宗教の地理学的研究にお
ける対立を止揚する役割が期待される。実際
にスタンプは、‘Boundaries of Faith’の中で、原
理主義の地域的特性を、社会的構築性と思想
性の双方から同時に捉えることにある程度成
功している。
しかしながら同書では、第 1章で示された研
究の枠組が、第 2章以下の事例研究の結果を受
けて再検証されることなく終わっている。例
えば、宗教的ロカールとはどのようなものを
指すのかは具体的に示されなかった。こうし
たことが、同書が理論的な議論への深入りを
避けたとするコンの批判を呼んでいる 49）。
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確かに、コンが言うように、スタンプの理
論は確立したものとは言い難い。しかしなが
ら、地域外の動向をも踏まえつつ、宗教運動
と地域の社会状況との相互関係を分析するこ
とで、宗教運動の地域的特性を論じていく彼
の枠組は、筆者のように主に宗教空間を扱う
者にとっても魅力的である。こうした枠組は、
コンの「新しい」宗教地理学では充分になさ
れなかった、宗教空間と社会集団との相互関
係の分析にも応用可能であると思われる。今
後は、このような構造化理論の視点が宗教空
間研究にも幅広く応用されるとともに、事例
の分析を通して枠組がより洗練されることが
望まれる。
〔付記〕本稿の執筆にあたっては、江口信清
先生・河島一仁先生・藤巻正己先生をはじめ、
立命館大学地理学教室の先生方に貴重なご教
示を頂戴しました。
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